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研究成果の概要（和文）：Ａ市公立保育所６ヶ所において保育カンファレンスを1年間実施した。また、Ａ市公立保育
所の保育士４０９名に、２年間で４回の同僚性等に関わるアンケート調査を実施し、保育カンファレンスの実施保育所
（介入群）と非実施保育所（対照群）で比較調査を行った。
比較研究からは、保育カンファレンス実施保育所において非実施の保育所に比べ、同僚性に関わる項目が有意に上昇し
ていることがわかり、保育カンファレンスに同僚性の醸成に寄与する効果があることを証明した。

研究成果の概要（英文）：In the nursery of six places, I have conducted a childcare conference. In addition
, I have conducted a survey on the collegiality of four times in two years to 409 childcare worker. 
I compared the intervention and control groups of childcare conference. From the comparative studies, the 
intervention group was found that compared to the control group, collegiality was significantly increased.
 Childcare conference proved that to contribute to the building of collegiality.
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１．研究開始当初の背景 
 これまでの保育者の研修に関する研究に
おいては、保育者の専門性向上のためには
「省察」が必要なことや（津守：1989、鯨岡：
2007など）、同僚性基礎とした「語り合い」
が必要なことなどが述べられている（大豆
田：2009）。 
しかしながら、保育者が専門性を獲得して
いく過程において、悩みや学習ニーズの変容
に一定のモデルや法則性がありえないとも
考えられない。加えて、保育者がどのような
悩みやニーズを持つかに関しては、単に経験
年数だけでなく、保育者個々がおかれている
園の方針や環境、体制、職員同士の関係も当
然深くかかわってきていることが予想され
る。例えば、それぞれの園内外におけるサポ
ート体制や園内での職員関係、担当学年や、
園を構成する集団の諸要件などが考えられ
る。先行研究においては組織・人間関係の良
好度が保育者のモチベーションやメンタル
ヘルスと強く関連していることも明らかに
されている（安藤：2008）。 
しかしながら、保育者の悩みや学習ニーズ
に関する研究は、ある特定の時点での悩みと
関連する要因の相関分析に留まっている。保
育者の悩みや学習ニーズがどのように変容
していくのかについての追跡的な実証研究
は少ない。また、保育の研修にも同僚性が注
目されているが、学校教育分野では一定の理
論的な蓄積があるものの、保育に対応した同
僚性の検討はまだ端緒についたところであ
る。 
 
２．研究の目的 
本研究では、保育者の悩み、学習ニーズが
どのように変容していくのか、また、どのよ
うな保育者を取り巻く環境要因が変容に影
響を与えているのかを、２年間のアンケート
による追跡調査によって、実証的に解明して
いく。加えて、アンケート調査の結果と、保
育に対応した新しい同僚性の理論検討をふ
まえ、７名の新人保育者に対して同僚性を基
礎とした多職種による協働的なカンファレ
ンス型のモデル研修を実施し、その効果を保
育カンファレンス実施保育所（介入群）と非
実施保育所（対照群）を比較し評価する。 
 
３．研究の方法 
 本研究は２年間を通じて、京都府Ａ市内の
保育園 26 ヶ園に協力を依頼し行った。24、
25年度とも９月と２月の計４回、409名の正
規職員に対しアンケート調査を実施した。調
査項目は、保育者の属性/満足度/悩み/相談、
サポート/各種研修/職場環境、等についてで
ある。カンファレンス型の研修については、
７名の新人保育者を対象として京都府Ａ市
内の保育園７ヶ所にて実施した。各園にてお
おむね２ヶ月１度のカンファレンス型の研
修を１年間継続して行った。研修の前後で保
育者の悩み等や満足感、同僚性がどのように

変化したかを質的および量的に調査する。加
えて、アンケート調査での保育カンファレン
ス実施保育所と非実施保育所の比較を行う
ことにより、カンファレンス型研修の効果評
価を行う。 
 
４．研究成果 
（１）同僚性に寄与する要因 
アンケート調査において「同僚性」に関わ
る質問項目と相関関係があった主な項目は
以下の通りであった。 
 
「管理職との関係はよい」と相関関係があっ
た項目 
＜研修について＞ 
「自身のメンタルヘルスについての研修を
受けたい」  p<0.05  r=-0.130 
＜職場について＞ 
「勤務時間・勤務体制に満足している」
p<0.05  r=0.155 
＜職場内の会議について＞ 
「発言に対して、周りは共感の反応を示して
くれることが多い」 p<0.01 r=0.991 
「職場の研修体制は十分に整っている」 
p<0.01 r=0.194 
 
「同僚保育者との関係はよい」と相関関係の
あった項目 
＜葛藤を感じる場面について＞ 
「保護者への対応はどうあるべきかについ
て保育所の方針と葛藤がある」 p<0.01 
r=-.190 
「気になる子どもについてどう考えるかに
ついて保育所の方針と葛藤がある」 p<0.01 
r=-0.226 
＜ストレスについて＞ 
「仕事のために心にゆとりがなくなったと
感じることがある」 p<0.05 r=-0.133 
＜研修について＞ 
「保育の基礎的理解の（年齢ごとの発達特性
など）の研修を受けたい」 p<0.05 r=0.160 
「自身のメンタルヘルスについての研修を
受けたい」p<0.01 r=-0.269 
＜職場について＞ 
「勤務時間・勤務体制に満足している」 
p<0.05 r=0.157 
＜満足感について＞ 
「今の仕事に心から喜びを感じることがあ
る」 p<0.01 r=0.255 
「この仕事は自分の性格にあっていると思
う」 P<0.01 r=0.195 
「保育の仕事に満足している」 p<0.01 
r=0.210 
＜職場内の会議について＞ 
「会議においては全員に発言権が確保され
ている」 p<0.01 r=0.221 
「リーダーの意見のみが重視されることが
ある」 p<0.01 r=-0.228 
「職場の研修体制は十分に整っている」 
p<0.01 r=0.182 



 
 これらの結果では、会議において管理職が
指導的ではなく「発言に対して共感を示す」
ほど保育者との関係も良いという分析結果
が出た。一方、同僚保育士との関係の良さは、
会議で「全員の発言権の確保」や「リーダー
の意見のみが重視」されることと相関してい
た。 
 
（２）年齢による悩みの差異 
保育士の悩みは、年齢によって異なること
がアンケートより明らかになった。 
「発達障害など発達上の困難のある子ど
もの対応」に悩みがあると答えた保育士の割
合は 70％、「家庭環境に困難のある子どもの
対応」に悩みがあると答えた保育士の割合は
67％、「気持ちに寄り添うのが難しい子ども
の対応」に悩みがあると答えた保育士の割合
は 65％と、半数以上の保育士が「養護」が必
要だと考える子どもの保育に悩みを抱えて
いることが明らかになった。 
 また、保育者の年齢を30歳以下の若手と、
31 歳以上の中堅からベテランに分けて、各項
目とクロス集計を行った。 
まず、「発達障害など発達上の困難のある子
どもの対応」の悩みがあると回答した 30 歳
以下の保育士は 79.2％にもなっており、特に
「よくあてはまる」という回答は 31 歳以上
では 19.6％だが、30 歳以下では 34.2％と高
い割合を示している。 
次に、「家庭環境に困難のある子どもの対
応」の悩みがあると回答した 30 歳以下の保
育士は 73.8％であり、特に「よくあてはまる」
と回答した保育士は 31 歳以上では 15.0％だ
が 30 歳以下の保育士では 33.3％と、２倍以
上の回答率となっている。 
同様に、「気持ちに寄り添うのが難しい子
どもの対応」の悩みがあると回答した 30 歳
以下の保育士は 72.9％となっており、中でも
「よくあてはまる」と回答した保育士は 31
歳以上が 13.1％であるのに対し、30 歳以下
では 30.6％と高い回答率を示している。 
 「発達上の困難のある子ども」と「家庭環
境に困難のある子ども」と「気持ちに寄り添
うのが難しい子ども」は当然同列に語ること
はできず、それぞれの困難さとその対応の内
実や質はそれぞれ異なるものではあるが、こ
の調査結果からは大多数の保育士がこれら
養護を必要と考えられる子どもの保育に強
い悩みを抱えており、特に若い保育士に顕著
であることが明らかになっている。 
 
（３）比較研究 
２年間の比較研究からは、保育カンファレ
ンス実施保育所において非実施の保育所に
比べ、保育者の仕事に対する満足度や、同僚
性に関わる項目が有意に上昇していること
がわかった。１回目ではカンファレンス実施
保育所と非実施保育所の間に有意さはなか
ったが、カンファレンス実施後３回目のアン

ケートより、有意差が見られてきた。（図１
～図５） 
保育カンファレンスに同僚性の醸成に寄
与する効果があることを証明した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図－１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図－２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図－３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図－４ 
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